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                     秦  康 夫            

2 0 1 6 年年年年 ７７７７ 月月月月 ７７７７ 日 （ 木 ）日 （ 木 ）日 （ 木 ）日 （ 木 ） 9 : 3 0 ～～～～ 1 5 : 3 0  

作 業 項 目 ： １ ） 枯 損 木 の 除 伐  

     ２ ） 天 然 林 常 緑 樹 の 除 伐  

     ３ ） ナ ラ 枯 れ 対 策  

 作 業 場 所 、作 業 内 容 と も 前 回 に 全 く 同 じ 、4 4 林 班「 は 」

地 区 の 林 床 整 備 作 業 で あ る 。 ナ ラ 枯 れ 対 策 班 は 、 前 回 、

木 に 巻 き 付 け る タ オ ル 地 不 足 の た め 遣 り 残 し て い た 数 本

を 処 理 し て か ら 林 床 整 備 作 業 に 参 加 し た 。  

 前 回 は 作 業 が 比 較 的 順 調 に 進 ん だ が 、 今 回 は 非 常 に 苦

労 し た 。 作 業 地 が 谷 筋 に 近 付 く に 連 れ 傾 斜 が 急 に な っ て

き て 、 足 場 が 不 安 定 に な る 。 ま た 、 樹 木 の 密 度 も 濃 く な

り 、 上 部 で は 枝 が 絡 ま り 合 っ て い る 上 に 太 い 蔓 （ つ る ）

も 巻 き つ い て お り 、 見 る か ら に 掛 か り 木 に な り そ う な 感

じ で あ る 。 予 め 高 枝 鋸 で 、 引 っ 掛 か り そ う な 枝 を 切 り 落

と し て か ら 伐 倒 作 業 に 取 り 掛 か る な ど 、 慎 重 に 作 業 を し

た つ も り だ が 、 そ れ で も ３ 回 程 、 非 常 に 厄 介 な 掛 か り 木

に な り 、 幹 回 し 機 や シ ュ リ ン ゲ 、 テ コ な ど 動 員 し て や っ

と 処 理 し た も の の 、 か な り の 時 間 と 手 間 を 費 や し て し ま

っ た 。 費 や し た 労 力 の 割 に は 処 理 本 数 が 少 な か っ た が 、

酷 暑 に 向 か う 時 期 で も あ り 、 あ ま り 無 理 を せ ず 、 今 後 と

も 安 全 第 一 に 作 業 を 進 め た い と 思 う 。  

【【【【 作 業 参 加 者 】】】】  

石 原 順 子  斧 田 一 陽  河 野 直 子  武 田 寿 夫  中 村 賢 三  

秦 康 夫  宮 本 廣                計 ７ 名  
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①  集 合 写 真 (作 業 前 )  

 

②  集 合 写 真 (作 業 後 )  
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③  枯 損 木 除 伐 前  

 
④  除 伐 中  

 
⑤  除 伐 後  

 
⑥  ナ ラ 枯 れ 防 除 対 策 済  

 
⑦  ナ ラ 枯 れ 防 除 対 策  

啓 蒙 ポ ス タ  

 
⑧  作 業 風 景  
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⑨  作 業 風 景  

 
⑩  作 業 風 景  

 
⑪  作 業 風 景  

 
⑫  作 業 風 景  

 
⑬  作 業 風 景  

 
⑭  皮 手 袋 に つ い た ダ ニ  
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⑮  昼 食 後 の 団 欒 風 景  

 


